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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第25期

第２四半期連結
累計期間

第26期
第２四半期連結
累計期間

第25期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 4,701,939 4,171,543 10,483,216

経常利益又は経常損失（△） （千円） 10,824 △174,318 225,109

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） 3,309 △236,542 164,701

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 3,309 △236,542 164,701

純資産額 （千円） 2,398,436 2,323,286 2,559,829

総資産額 （千円） 9,621,086 9,232,838 9,633,069

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） 0.23 △16.37 11.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 24.9 25.2 26.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 22,803 △48,225 201,753

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 203,201 12,050 108,495

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △22,466 △21,762 △262,839

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 729,249 515,183 573,120

 

回次
第25期

第２四半期連結
会計期間

第26期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △0.84 △13.27

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第25期第２四半期連結累計期間及び第25期

については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第26期第２四半期連結累計期間については、１

株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項につきましては、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したも

のであります。

 

（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）におけるわが国経済は、金融政策及

び経済対策の効果から、一部の企業では収益の改善が見られるものの、消費税増税前の駆け込み需要の反動減な

ど、先行きは依然として不透明な状況が続いておりました。

　当カー用品業界におきましては、消費税増税後の国内新車・中古車需要の落ち込みにより、全般的に厳しい状況

となりました。

　そのような中、当社グループでは、「中期経営計画2013」をさらに発展させ、新たに将来を見据えた「中期経営

計画2014」を策定し、収益性と経営効率の向上、並びに競争力の強化による経営基盤の確立を目指して、お客様へ

の親切の徹底により、リピーターとなるお客様の確保と新たなお客様の獲得に取り組んでおります。

　商品別の売上高につきましては、板金・塗装や車販売事業が前期実績を上回り堅調に推移いたしましたが、その

他の事業につきましては前期実績にいたらず、全体としては前年同四半期比11.3％の減収となりました。売上総利

益額につきましては、車販売事業が売上とともに堅調に推移いたしましたが、その他の事業につきましては売上の

減少を受け達成にいたらず、全体としては前年同四半期比13.7％の減益となりました。

　以上の結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間における売上高は4,171百万円（前年同四半期比11.3％

減）、営業損失は212百万円（前年同四半期は営業損失32百万円）、経常損失は174百万円（前年同四半期は経常利

益10百万円）、四半期純損失は236百万円（前年同四半期は四半期純利益３百万円）となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前連結会計年度末

と比較して57百万円減少し、515百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果支出した資金は、48百万円（前年同四半期は22百万円の収入）となりました。資金の主な減少項

目は、税金等調整前四半期純損失174百万円、仕入債務の減少額91百万円であり、資金の主な増加項目は、売上債権

の減少146百万円、減価償却費101百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果獲得した資金は、12百万円（前年同四半期は203百万円の収入）となりました。資金の主な増加項

目は、預り敷金及び保証金の受入による収入78百万円、敷金及び保証金の回収による収入40百万円であり、資金の

主な減少項目は、有形固定資産の取得による支出67百万円、預り保証金の返還による支出34百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動の結果支出した資金は、21百万円（前年同四半期は22百万円の支出）となりました。これは主として、

長期借入金の返済による支出20百万円によるものであります。

 

（３）財政状態

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は9,232百万円（前期末9,633百万円）となりました。負債は6,909百万円と

なり、前連結会計年度末比163百万円（2.3％）の減少、純資産は2,323百万円で、前連結会計年度末比236百万円

（9.2％）の減少となりました。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末比1.4ポイント減の25.2％となりま

した。
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（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　カー用品業界におきましては、カーユーザーの消費節約志向や若者のクルマ離れなど、引き続き市場縮小傾向が

続くものと思われます。

　その様な厳しい事業環境の中、当社グループでは「中期経営計画2013」をさらに発展させ、新たに「中期経営計

画2014」を策定し、経営基盤の強化に取り組んでまいりたいと考えております。

　収益性の向上については、車検・整備、板金・塗装といったメンテナンスサービスと、タイヤ交換などの消耗品

の提供を更に注力することで、売上総利益率を改善して収益性の向上を目指します。また、地域ごとの競争環境に

合わせた売場作りで商品とピットサービスの提供を行い、並びに、顧客満足度の向上を図ってまいります。

　また、引き続き経費削減を徹底するとともに、在庫管理の徹底とロスの防止、並びに、保有資産の有効活用を

図ってまいります。

 

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,600,000

計 39,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,451,000 14,451,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式

100株

計 14,451,000 14,451,000 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 14,451,000 － 1,451,175 － 1,611,819
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

廣岡　等 千葉市稲毛区 1,405,840 9.73

ウェーブ会　　（注） 千葉市稲毛区宮野木町1850 1,405,500 9.73

井上　義人 東京都葛飾区 1,300,000 9.00

廣岡　昭彦 千葉市稲毛区 669,660 4.63

廣岡　大介 千葉県浦安市 593,660 4.11

日本証券金融㈱ 東京都中央区日本橋茅場町1-2-10 528,400 3.66

廣岡　耕平 千葉市稲毛区 489,660 3.39

オートウェーブ従業員持株会 千葉市稲毛区宮野木町1850 348,600 2.41

㈱ＳＢＩ証券 東京都港区六本木1-6-1 260,200 1.80

松井証券㈱ 東京都千代田区麹町1-4 235,500 1.63

計 ― 7,237,020 50.08

　（注）ウェーブ会は、当社の取引先持株会であります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　　　200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　14,449,900 144,499 －

単元未満株式 普通株式 　　　　900 － －

発行済株式総数 14,451,000 － －

総株主の議決権 － 144,499 －

（注）「完全議決権株式（その他）」には、証券保管振替機構名義の株式が300株（議決権の数３個）含まれており

ます。

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社オートウェーブ
千葉市稲毛区宮野木町

1850番地
200 － 200 0.0

計 － 200 － 200 0.0
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から

平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 573,120 515,183

受取手形及び売掛金 393,359 247,253

商品及び製品 778,458 850,455

その他 330,449 214,829

貸倒引当金 △4,492 △5,727

流動資産合計 2,070,895 1,821,994

固定資産   

有形固定資産   

建物 4,707,056 4,737,545

減価償却累計額 △1,970,774 △2,038,260

建物（純額） 2,736,282 2,699,284

土地 2,512,186 2,512,186

その他 1,246,501 1,241,832

減価償却累計額 △998,398 △996,853

その他（純額） 248,102 244,978

有形固定資産合計 5,496,571 5,456,449

無形固定資産 42,206 39,195

投資その他の資産   

敷金及び保証金 1,897,034 1,795,582

その他 173,815 167,108

貸倒引当金 △47,517 △47,517

投資その他の資産合計 2,023,332 1,915,173

固定資産合計 7,562,110 7,410,818

繰延資産 63 25

資産合計 9,633,069 9,232,838

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 448,862 357,144

1年内返済予定の長期借入金 50,000 30,000

未払法人税等 7,113 10,900

賞与引当金 5,350 5,130

ポイント引当金 10,517 10,366

固定資産撤去費用引当金 3,150 －

その他 529,709 439,991

流動負債合計 1,054,702 853,532

固定負債   

長期借入金 4,473,121 4,473,121

長期預り敷金保証金 990,555 1,033,786

資産除去債務 388,925 393,260

その他 165,935 155,849

固定負債合計 6,018,538 6,056,018

負債合計 7,073,240 6,909,551
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,451,175 1,451,175

資本剰余金 1,611,819 1,611,819

利益剰余金 △503,009 △739,551

自己株式 △155 △155

株主資本合計 2,559,829 2,323,286

純資産合計 2,559,829 2,323,286

負債純資産合計 9,633,069 9,232,838
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 4,701,939 4,171,543

売上原価 3,141,509 2,825,435

売上総利益 1,560,430 1,346,108

販売費及び一般管理費 ※ 1,593,381 ※ 1,558,388

営業損失（△） △32,951 △212,279

営業外収益   

受取手数料 62,320 49,382

廃棄物リサイクル収入 19,533 23,102

その他 17,486 18,044

営業外収益合計 99,339 90,530

営業外費用   

支払利息 55,302 52,062

その他 261 506

営業外費用合計 55,563 52,569

経常利益又は経常損失（△） 10,824 △174,318

特別損失   

固定資産除却損 9,262 2

減損損失 1,197 261

特別損失合計 10,459 264

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
364 △174,583

法人税、住民税及び事業税 5,940 4,209

法人税等調整額 △8,885 57,749

法人税等合計 △2,944 61,958

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
3,309 △236,542

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,309 △236,542
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
3,309 △236,542

その他の包括利益   

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 3,309 △236,542

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,309 △236,542

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
364 △174,583

減価償却費 98,855 101,563

減損損失 1,197 261

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,260 1,234

受取利息及び受取配当金 △2,642 △2,219

支払利息 55,302 52,062

売上債権の増減額（△は増加） 68,878 146,105

たな卸資産の増減額（△は増加） △52,699 △72,378

仕入債務の増減額（△は減少） △11,204 △91,718

賞与引当金の増減額（△は減少） △400 △220

ポイント引当金の増減額（△は減少） △2,788 △151

建物等除却損失引当金の増減額（△は減少） △31,688 －

固定資産撤去費用引当金の増減額（△は減少） － △3,150

リース資産減損勘定取崩額 △2,264 －

固定資産除売却損益（△は益） 20,931 2

前受金の増減額（△は減少） 2,339 △42,565

未払費用の増減額（△は減少） △39,094 △24,978

未払消費税等の増減額（△は減少） △10,291 16,575

営業保証金の増減額（△は増加） 26,638 61,818

その他 △13,479 36,778

小計 106,694 4,440

利息及び配当金の受取額 2,720 1,592

利息の支払額 △57,087 △53,387

法人税等の支払額 △29,523 △871

営業活動によるキャッシュ・フロー 22,803 △48,225

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △20,684 △67,168

無形固定資産の取得による支出 △1,412 △15,642

固定資産の除却による支出 △8,075 －

敷金及び保証金の差入による支出 △11,608 △409

敷金及び保証金の回収による収入 276,591 40,043

預り保証金の返還による支出 △34,176 △34,769

預り敷金及び保証金の受入による収入 － 78,000

長期貸付金の回収による収入 10,584 10,584

その他 △8,017 1,414

投資活動によるキャッシュ・フロー 203,201 12,050

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △21,190 △20,000

リース債務の返済による支出 △1,276 △1,762

財務活動によるキャッシュ・フロー △22,466 △21,762

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 203,538 △57,937

現金及び現金同等物の期首残高 525,710 573,120

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 729,249 ※ 515,183
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

従業員給料及び手当 610,873千円 592,562千円

貸倒引当金繰入額 － 1,234

ポイント引当金繰入額 5,494 7,850

賞与及び賞与引当金繰入額 5,520 5,130

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 729,249千円 515,183千円

現金及び現金同等物 729,249 515,183

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

　当社グループは店舗ごとを基礎とした「自動車用品販売等事業」の単一セグメントであるため記載を省略

しております。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

　当社グループは店舗ごとを基礎とした「自動車用品販売等事業」の単一セグメントであるため記載を省略

しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
0円23銭 △16円37銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
3,309 △236,542

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
3,309 △236,542

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,450 14,450

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月12日

株式会社オートウェーブ

取締役会　御中

 

仰星監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 金井　匡志　印

 

 業務執行社員  公認会計士 宮島　章　　印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オート

ウェーブの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日

から平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オートウェーブ及び連結子会社の平成26年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
その他の事項

　会社の平成26年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に

係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び

監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成25年11月６日付けで無限定の結論を表明

しており、また、当該連結財務諸表に対して平成26年６月24日付けで無限定適正意見を表明している。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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